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まん ぞう しょうさく 

「満 蔵満 蔵、 省 作 省 作、 そと はまつ ぴ かりだよ。 さあ 

さあ 起きる だ 起きる だ。 向こう や 隣で や、 もう 一仕事 

した ころ だ わ。 こん 天気の えい のん 朝寝して いて どう 

する だい。 省 作 省 作、 さあさあ」 

表座敷の 雨戸 を がらがら あけながら、 例の むずかし 

やの 姉が どなる ので ある。 省 作 は 眠そう な 目 をむ しゃ 

くしゃ させながら、 ひよこと 頭 を 上げた がまた ぐたり 

枕へ つけて しまった。 目 はさめて いると 姉に 思わせる 

ために、 頭 を 枕に つけて いながら も、 口のう ちで ぐ ど 



ぐ ど いうて いる。 

下 部屋の 戸が がらり 勢いよ く あく 音が して、 まもな 

く 庭 場の 雨戸が がらがら 二、 三枚ず つ 一 度に 押し あけ 

る 音が する。 正直な 満蔵は 姉に どなられて、 いつもの 

ように 帯 締める まもなく 半裸で 雨戸 を 繰る のであろう。 

「おつか さんお 早う) /ざいます。 思いの ほかな 天気に 

なりました」 

満 蔵の 声 だ。 

もみ 

「満 蔵、 今日は 朝のう ちに 靱を干 すんだ からな、 すぐ 

庭 を 掃いて くれろ」 

姉 はもう 仕事 を 言いつけ ている。 満蔵 はま だ 額 も 洗 



しばらく 召集 を 避けて る。 はたして 兄が しきりと 呼ん 

だけれ ど、 はま 公が うまく やつ て くれたから なお 一 一十 

分 間 ほど 骨 を 休める ことができた。 

こま 

朝露し としとと 滴る る 桑畑の 茂り、 次ぎな 菜 畑、 大 

根 畑、 新たに 青み 加わる さや さやし さ、 一 列に 黄ばん 

ュこ ん 

だ 稲の 広 やかな 田 畝 や、 少し 色づ いた 遠山の 秋の色、 

ふもと 

麓の 村里に は 朝 煙 薄 青く、 遠くまで たなびき 渡して、 

るリ。 ろ 

空 は 瑠璃色 深く 澄みつ つ、 すべての ものが 皆い きいき 

として、 各 その 本能 を 発揮しながら、 またよ く 自然 

の 統一 に 参 合して いる。 省 作 はわれ 自ら もまた 自然 中 

の J 物に 加わり、 その 大 いなる 力に 同化せられ、 その 



稲 を 揚げる 方へ 回る から 刈り手 は 七 人、 一人で 五 百 把 

ずつ 刈れば 三千 五百刈れ る はず だけれ ど、 省 作と おは 

ま はま だ 一人前 は 刈れない。 二人 は 四百 把ず つ 刈れと 

言い渡される。 省 作 は 六尺 大の 男が おはまと 組む は 情 

けない という。 それじゃ 五 百で も 六 百で も 刈って くれ 

と 姉が 冷笑す る。 おはま はまた 省さん が 五百刈れば わ 

たし だって 五百刈る という。 おはま はなんでも かで も 

今日は 省さん を 負かして 何 か 買 つ て もら うんだ と いう _ 

「おれが おはまに 負けたら 何でも 買つ て やる けれど、 

お前が おれに 負けたら どうす る」 

「わたし も 負けたら 何 かきつ と あげる から、 省さん の 



方から きめてお いてく ださい」 

ひぴ 

「そうさな ァ、 おれが 負けたら、 輝の 膏薬 をお まえに 

やろう」 

「あら ァ人 をば かにして、 …… そんなら わたしが 負け 

たら 一 文 膏薬 を 省さん にあげべ い。 ハハ ハハ」 

仕事着と いっても 若い ものた ちに は、 それぞれ 見え 

むとんちゃく へこおび 

が ある。 省 作 は 無頓着 で白メ レンスの 兵児帯が 少し 新 

ちゆ-つぶる はんえ リ 

しいくら いだが、 おはま は 上着 は 中古で も 半襟と 帯 

ひん 

と は、 仕立てお ろしと 思うよう なメ レンス 友 禅の 品の 

たす き 

悪くない のに 卵色の 櫸を 掛けて る。 背丈 すらつ とし 

て 色 も 白い 方で ちょっとした 娘 だ。 白地の 手ぬぐい を 



かんで 競うて 見ても、 おとよ さんに かけて は ほとんど 

子供 だ。 おとよ さん は 微笑で 意 を 通じ、 省 作の ス ガイ 

を 十本 二十 本ず つ 刈りす けて やる。 おはま はなん と 

いっても 十四の 小娘 だ。 おとよ さんの その しぐさに 少 

しも 気がつかない。 満蔵は ひとりでうたい 飽きて、 

「おはま さァ うたえよ。 おとよ さァ なで 今日は うたわ 

ねい か」 

だれもう たわない。 サッ サッと 鎌の 切れる 音ば かり 

耳に 立って あまり 話す る もの もない。 清さん はお 袋と 

小声で ぺちゃくちゃ 話して いる。 満蔵 はあくび をし な 

、、ゝ ) 、 

力、 ら 



「みんな 色気が あるから だめ だ。 省 作さん がいれば、 

おとよ さん も はま 公 も 唄もう た わね いだ もの」 

満蔵は 臆面もなく そんな こと を 言つ て 濁 笑い を やつ 

てる。 実際 満 蔵の 言う とおりで、 おとよ さん は 省 作の 

いると こで は、 話 も 思い切って はしない。 省 作 はもと 

から^ 下手と きて るから、 半日 並んで 仕事 をして いて 

もろく に 口 もき かないと いう 調子で、 今日の 稲刈り は 

た い へんにぎ やかで あろうと 思った 反対に すこぶる 振 

るわない の だ。 しかし 表面 にぎやか ではない が、 おと 

よさんと おはまの 心で は、 時間の 過ぐ る も 覚えない く 

らい にぎやかな 思いで いるので ある。 



り 入れ 最中に 休んで どうす ると 来る が 恐ろし いのと、 

省 作が よく 働いて くれれば、 わたし は 家に いて 御飯が 

うまい との 母の 気づかい を 思う と 休みた くもなくなる- 

「兄さん 今日は 何 をし ます か」 

「うん 仕方がない、 繩 でもな え」 

「兄さん は 何 をし ます か、 繩を なうなら いっしょに 藁 

しめ 

を 湿しましょう」 

「うん おれ は 俵 を 編む、 はま 公に も繩 をな わせろ」 

省 作 は 自分の分と はま 公の 分と、 十 把ば かり 藁 を 湿 

して 朝飯前に それ を 打つ。 おはま は 例の 苦の ない 声で 

小唄 をうたい ながら 台所の 洗い物 をして いる。 姉 はこ 



そう 考えて みると、 なるほどお とよさん は 立派な 女 だ _ 

年 は 同じ だけど われわれお 坊さんと はわけ が 違う。 そ 

れで おとよ さ んは 真から 親切 だ。 省 作 は ひ とり 思 い に 

ふけって 昨日のお とよさん の 様子 を 思い出した。 政 さ 

ん のい うこと も 本当 だ。 おとよ さん は 隣に 嫁に なって 

ると はか わい そうだ。 なるほど 政さん のい うとお リ隣 

にやい ないか もしれ ない。 そう 思う とまた 妙に おとよ 

さんがな つかしくな つ て 別れたくない ような 気がする 

ので ある。 

「省 作さん、 ちっとお 話しな さいよ。 何 か 考えて るね _ 



省 作 は、 はっとした けれど 例の ごとく 穏やかな 笑い 

をして 政さん の 方へ 向く。 政さん は 快活に 笑って 三つ 

の繩 をな つてし まった。 省 作が 二つ 終えない うちに 政 

さん はちよ ろり 三つな つてし まった。 満蔵は 二 俵 目の 

うす 

米 を 倉から 出して きて 臼へ 入れて る。 おはま は 芋 を 鍋 

いっぱいに 入れて きて 卧炉 裏に かけた。 あと はお 祖母 

さんに 頼んで また 繩な いに かかる。 

満蔵は ほどよく 来 を 臼に 入れて 俵 は 元の 倉へ 戻し、 

臼へ 腰 を 掛けつ つし ばらく 人の 話 を 聞いて いるう ち、 

調子 はずれな 声 を 出して、 

「きょうは 省 作さァ にお. j ^ つ て もら うんだ つ け。 おら 



な へ 言うて 帰った。 

昼過ぎても 雨 はやまない。 満蔵は 六 斗の 来 を 搗き上 

げて しまって 遊びに 出た。 あと は 昼前の 通りへ 清さん 

も 藁 を 持って やって きた。 清さん がきて 見れば、 もう 

おとよ さんのう わさ もで きない。 おはま を 相手に 政 さ 

ん がらち もな き 事 をし やべ つて にぎやか してる。 省 作 

は 考えまい としても、 どうしても 考えられて ならない- 

考えて ると 人に そう 思われて はいよ いよ 困る から、 こ 

とさら にらち もない 話に 口を出して、 腹 は 沈んで 口で 

は 浮いて るよう に 振る舞つ てる けれど、 そういう こと 

は 省 作の 柄で ないから、 はたで 見て ると よほどお かし 



いちじく たもと 

うつと 無花果 を 抉へ 入れて くれた。 そうそう この 前 

の 稲刈りの 時に も おれが 鎌で 手を切ったら、 おとよ さ 

んは 自分の かぶ つていた 手ぬぐい を 惜しげ もな く 裂い 

て 結わいて くれた。 どうも 思って るの かもしれ ない。 

考え出す と 果てがない。 省 作 は 胸が おどって 少し 

の ぼ 

逆上せた。 人に 怪しまれ やしまい かと 思う と 落ち着い 

て いられ なくなった。 省 作 は 出た くもない 便所へ ゆく _ 

便所へ い つ て もや はり 考えられる。 

それで はおとよ さん は、 どうも おれ を 思って るの か 

もしれ ない。 そうするとお とよさん はよ くない 女 だ。 

夫の ある 身分で 不埒な 女 だ。 不埒 だな ァ。 省 作 はたし 



「そうよ、 擤の おこる の も 無理 はねいだ よ、 婆さん。 

さくと くまい ち 

今年 は 豊作と いうに さ。 作 得 米 を 上げたら 扶持と も 小 

遣いと もで 二 俵し かねい というに、 酒 を 飲んだり 博打 

まで 仲間ん なる だもの、 擤に 無理 はないだ よ」 

「そら まァ えいけ ど、 それから どうした のさ」 

め まつ くら いけ 

「擤 がね。 眼 真暗で 飛び込ん でさ。 こん 生 畜生め、 暮 

はん ま"，， - なに ごつ 

れの 飯米 もね いのに、 博打ぶ ちた あ 何事た つて、 どなつ 

たまで はよ かった けど、 そら 眼 真暗 だから 親父と 思つ 

てし がみつ いたのが その 親分の 定 公であった とさ。 そ 

のうちに 親父 は 外へ 逃げて しまった。 みんなして、 

おつかま ァ 静かに しろって 押えられて、 見る と 他人 だ 



いて、 かえって 親分が、 何 だ 金 公、 おれの 前で 擤を打 

つち 法 は あんめい つ て どなられて、 一 一人が すごすご 出 

てきた とこが 変な もんであった ちょ」 

「うんそう か。 それでも 昨日の 日暮れ おれが 寄ったら、 

刈り上げで 餅 をつ いたから 食って いかね いかって、 二 

人が うん やな やで やって たよ」 

「うん、 あん 擤ぃ つもそう さ。 やっぱり 似た もの 夫婦 

、いこ to 厂ヽヽ ヽヽヽ I 

i/ld ーゾ ノノノ ノノ」 

それから 何 か 次の 話が 出そう です こぶる にぎやか だ。 

省 作 も 思わず 釣り こまれて ひとり 笑いして いると、 細 

目にあい てる 戸の 間から 白い 女の 顔が すっと 出た。 省 



ろしくな つてく る。 恐ろしい というても ほかの 意味で 

はない。 こういう 時 は 経験の ある 人の だれでも 知って 

る 恐ろし さ だ。 省 作 は 手ぬぐい をお とよさん に 貸して 

からだ を 湯に 沈めて いる。 おとよ さん は 少し iffi み 加減 

になって 両手 を 風呂へ 入れて いるから、 省 作の 顔と お 

とよさん の 顔と は 一尺 四、 五寸 しか 離れない。 おとよ 

さん は 少し 化粧 をした と 見え、 え もい われない よい 香 

リ がする。 平生 白い 顔が 夜目に 見る せいか、 匂いの か 

たまり かと 思われる ほど 美しい。 かすかに おとよ さん 

いき ね 

の 呼吸の 音の 聞き取れた 時、 省 作 はなんだ かに わかに 

腹の どこか へ 焼 金 を 刺された ように じりじり つ と 胸に 



くもん 

ない 苦悶が 起こって くる。 どう 考えた つてお とよさん 

は 人の 妻 だ、 ぬし ある 人 だ、 人の 妻 を 思う と は 何事 だ、 

ばかめ 破廉恥め、 そんな 事が できる か、 ああい や だ、 

けれどお とよさん は どこまでも 悪い 人で はない、 憎い 

女で はない、 憎い どころではない、 おとよ さんの よう 

な 女で そうして あんなに 親切な 人 は どこに もない、 一 

体 どういう わけで あのし つかりと したおと よさんが、 

隣の 家の ような くず ぞろ いの 所に いるの か、 聞けば 全 

な ^ .1 うど 

く 媒妁の 人に 欺かれた の だとい うのに、 わからね いな 

ァ、 そのく せ 清さん と 仲が えいかと いうに 決してそう 

でない よう だに、 おとよ さん はえい 人で かわいそうな 



隣 同士 だからなん といつ て も 顔 見合わせる 機会が 多い。 

お 互いに そぶりに 心 を 通わし 微笑に 意中 を 語って、 夢 

路を たどる 思いに 日 を 過ごした。 後に は 省 作が 一 筋に 

思い詰めて 危険 を も 犯し かねな い 熱しよう な 時 も あ つ 

たけれ ど、 そこ はおとよ さんの しっかりした ところ、 

懇 に 省 作 をす かして 不義の 罪 を 犯す ような 事 はせ な 

ヽ o 

レ 

おとよ さんの 行為 は 女子に 最も 卑しむ ベ き 多情の 

汚行と いわれても 立派な 弁解 は 無論で きない。 しかし 

よく その 心事に 立ち入って 見れば、 憐 むべき 同情す 

ベ きもの 多き を 見る ので ある。 



言う とおり 財産の ないだ けで、 清 六が 今少し 男子ら し 

ければ、 おとよ さん も 気 を もむ ので はない。 そういう 

境遇のと ころへ、 隣の ことで あるから、 自然 省 作の 家 

ゆきき 

と 往復して、 省 作の 人柄が、 温和な うちに ちゃんとし 

たと ころが ぁリ、 学問と て 清 六な どの 比で はない、 そ 

の ほかお とよさん とど こか 気の あ つたと ころの あるの 

で、 おとよ さん はついに 思い をよ せる 事に なった の だ _ 

陰ながら も 省 作 を 見、 省 作の 声 を 聞けば、 おとよ さん 

はいつ でも 胸の 曇りが 晴れる の だ。 それが ため 到底 だ 

めと 思って る 隣の 家に うかう か 半年 を 過ごした ので あ 

る。 その 年 もよう やく 暮れて、 十二月 半ば ごろに 突如 



しよ-つね 

婚 せねば ならぬ という 理屈で よく は 性根 も わからぬ 人 

と 人為的に 引き寄せられて、 そうして 自ら 機械の ごと 

きものに な つ ていねば ならぬ のが 道徳と いう ものなら 

ば、 道徳 は 人間 を 絞め殺す 道具 だ。 二人 は 互いに 手 を 

と つ て 涙の 糸 をよ リ 合わせ、 これから さき 神の 恵みに 

救われる ような 事が あったらば、 互いに 持った 涙の 繩 

を 結び 合わせようと 約束した。 

この 事あった 翌々 日、 おとよ さん は 里へ 帰って しも 

うた。 そうして ついに 隣へ 帰って来なかった。 省 作 も 

いったん 養家へ いった けれど、 おとよ さんとの うわさ 

が 立った ため かつい に 破 縁に なった。 



(明治 四十 一年 一月) 
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